
JP 2012-162595 A5 2014.3.27

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年3月27日(2014.3.27)

【公開番号】特開2012-162595(P2012-162595A)
【公開日】平成24年8月30日(2012.8.30)
【年通号数】公開・登録公報2012-034
【出願番号】特願2011-21741(P2011-21741)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   2/44     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/18     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   1/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   3/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   3/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ   2/44    　　　Ａ
   Ｇ０２Ｂ   5/18    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   1/04    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   3/00    　　　Ｚ
   Ｇ０２Ｂ   3/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年1月31日(2014.1.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機無機ハイブリッド樹脂材料により形成され、一方の表面が回折形状を有する回折面
である第１の回折光学素子と、前記第１の回折光学素子よりも屈折率及びアッベ数が大き
いガラスにより形成され、一方の表面が回折形状を有する回折面である第２の回折光学素
子とを有し、前記第１の回折光学素子と前記第２の回折光学素子は互いの回折面が対向し
てかつ密着して配置されている積層型回折光学素子であって、
　前記有機無機ハイブリッド樹脂材料は、重合性官能基を有する有機化合物を重合させた
樹脂と、金属酸化物微粒子と、を少なくとも含有し、
　前記有機無機ハイブリッド樹脂材料は、屈折率ｎｄが１．６１以上１．６５以下、アッ
ベ数νｄが１３以上２０以下、異常分散性θｇ，Ｆが０．４２以上０．５４以下であるこ
とを特徴とする積層型回折光学素子。
【請求項２】
　前記第１の回折光学素子は、屈折率ｎｄが１．６１以上１．６５以下、アッベ数νｄが
１３以上２０以下、異常分散性θｇ，Ｆが０．４２以上０．５４以下であることを特徴と
する請求項１に記載の積層型回折光学素子。
【請求項３】
　前記第２の回折光学素子は、屈折率ｎｄが１．７０以上１．７５以下、アッベ数νｄが
４０以上５５以下、異常分散性θｇ，Ｆは０．５３以上０．５８以下であることを特徴と
する請求項１又は２に記載の積層型回折光学素子。
【請求項４】
　重合性官能基を有する有機化合物と、金属酸化物微粒子と、重合開始剤とを少なくとも
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含有する有機無機ハイブリッド樹脂組成物からなり、前記有機無機ハイブリッド樹脂組成
物を活性エネルギーの付与により硬化させた硬化物の屈折率ｎｄが１．６１以上１．６５
以下、アッベ数νｄが１３以上２０以下、異常分散性θｇ，Ｆが０．４２以上０．５４以
下であることを特徴とする有機無機ハイブリッド樹脂組成物。
【請求項５】
　前記有機化合物が硫黄原子を有する基および重合性官能基を含有し、前記重合性官能基
が少なくともアクリル基、メタクリル基、ビニル基、エポキシ基のいずれか一種以上から
なることを特徴とする請求項４に記載の有機無機ハイブリッド樹脂組成物。
【請求項６】
　前記有機化合物がフルオレン基および重合性官能基を含有し、前記重合性官能基が少な
くともアクリル基、メタクリル基、ビニル基、エポキシ基のいずれか一種以上からなるこ
とを特徴とする請求項４に記載の有機無機ハイブリッド樹脂組成物。
【請求項７】
　前記金属酸化物微粒子が透明導電性物質であることを特徴とする請求項４乃至６のいず
れかの項に記載の有機無機ハイブリッド樹脂組成物。
【請求項８】
　前記透明導電性物質が、スズをドープした酸化インジウム（ＩＴＯ）、アンチモンをド
ープした酸化スズ（ＡＴＯ）、亜鉛をドープした酸化インジウム（ＩＺＯ）、アルミニウ
ムをドープした酸化亜鉛（ＡＺＯ）、およびフッ素をドープした酸化スズ（ＦＴＯ）、Ｓ
ｎＯ２よりなる群から選ばれることを特徴とする請求項７に記載の有機無機ハイブリッド
樹脂組成物。
【請求項９】
　前記金属酸化物微粒子の含有量が、有機無機ハイブリッド樹脂組成物に対して体積分率
で１０ｖｏｌ．％以上２３ｖｏｌ．％以下であることを特徴とする請求項４乃至８のいず
れかの項に記載の有機無機ハイブリッド樹脂組成物。
【請求項１０】
　前記金属酸化物微粒子の平均粒径が２ｎｍ以上５０ｎｍ以下であることを特徴とする請
求項４乃至９のいずれかの項に記載の有機無機ハイブリッド樹脂組成物。
【請求項１１】
　請求項４乃至１０のいずれかに記載の有機無機ハイブリッド樹脂組成物の硬化物からな
ることを特徴とする有機無機ハイブリッド樹脂材料。
【請求項１２】
　透明基板と、前記透明基板上に形成された請求項１１に記載の有機無機ハイブリッド樹
脂材料とからなることを特徴とする光学素子。
【請求項１３】
　前記有機無機ハイブリッド樹脂材料の表面は、回折形状が形成された回折面であること
を特徴とする請求項１２に記載の光学素子。
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